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©2017 独立行政法人情報処理推進機構 

平成 29 年度 春期 プロジェクトマネージャ試験 解答例 
 
午後Ⅰ試験 

問１ 
出題趣旨 

プロジェクトマネージャ（PM）は，プロジェクトに関わる様々なマネジメントの視点をもち，マネジメン
ト項目間のトレードオフや，プロジェクトの外部との依存関係を把握し，適切にマネジメントする必要があ
る。 

本問では，多くのステークホルダが存在するプロジェクトの計画策定において，スコープ，ステークホル
ダ，リスク，スケジュールなどのマネジメント項目間のトレードオフを把握し，プロジェクト計画を策定し，
合意形成を行うといった，PM としての実践的な能力を問う。 

 
設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ ・GMP の認証に要するスケジュールリスクを軽減できるから 

・GMP の認証が不要で，期間を短縮できるから 

 

設問２ 現状の製造プロセスが MES で正しく運用できることを確認する必要があるか
ら 

 

設問３ (1) T 社で調整できない要因でスコープが確定できないリスクを回避したいから  

(2) リソース ワークショップへの K 社作業員の参加の程度  

スケジュール 増設工事が予定どおり 8 か月で終わるかどうか  

設問４ ① 
② 

・生産計画最適化の基準について検討の方向性が決まっていないから 
・分析するために必要な期間の履歴データが蓄積されていないから 

 

 

問２ 
出題趣旨 

プロジェクトマネージャ（PM）は，サプライヤにシステム開発を委託するに当たって，契約形態を意識し
た上で確実に契約が履行されるように，進捗管理・品質管理などの開発条件に関して，契約交渉を行う必要が
ある。また，プロジェクト開始後は，契約にのっとって適切にサプライヤをマネジメントする必要がある。 
 本問では，請負契約での委託実績がないサプライヤに委託を試みるプロジェクトを題材として，調達におけ
る PM としての実践的な能力を問う。 

 
設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ X 社の完成責任の負荷が軽減されること  

設問２ 新案件の制約条件 スケジュールに大きな手戻りを許す余裕がないこと  

考慮すべき点 A 社の請負契約の遂行能力が把握できていないこと  
設問３ (1) 静的解析ツールによって修正が必要とされた問題点への対処  

(2) A 社の瑕疵
か し

に対する修復  

(3) 直接に依頼をできるのは，B 主任に対してだけであること  

設問４ (1) A 社が担当した機能のレビューでは，適切な量と内容の欠陥が摘出されていた
こと 

 

(2) 合意したプロセスにのっとるようにマネジメントされていないこと  
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問３ 
出題趣旨 

プロジェクトマネージャ（PM）は，テストを通じてソフトウェアの品質を確認するとともに，摘出したバ
グの分析を通じて摘出状況の妥当性を確認したり，バグが発生した原因を作業及び成果物から推定したりし
て，成果物の品質を向上するための対策を採る必要がある。 

本問では，システムの改修案件の単体テストを題材に，単体テストの見直し及びテスト後の作業及び成果物
分析を通じた成果物の品質向上策の立案について，PM としての実践的な能力を問う。 

 
設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ (1) 内部設計後に発見した設計内容の誤りを修正した内部設計書を利用して手戻り
を減らすため 

 

(2) 後続のテストが実行できないバグ  
設問２ (1) 手戻りが増え，テストの効率が下がるから  

(2) a ホワイトボックス  

b ブラックボックス  

(3) 分析対象 バグの見逃しと呼ぶ現象  

評価結果 過去の改修案件よりも減っている。  

設問３ (1) 単位ステップ数当たりのテストケースの追加量  

(2) 摘出バグ密度がバグ密度の管理目標の上限を超えているから  

設問４ 外部設計書と内部設計書の対応関係の確認状況  
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平成 29 年度 春期 プロジェクトマネージャ試験 採点講評 
 

午後Ⅰ試験 

問１ 
 問 1 では，プロジェクトの計画作成について出題した。全体としては正答率が高く，おおむね理解されてい
た。 
 設問 2 は正答率が低かった。ワークショップでは，W 社パッケージの標準プロセスと現在の業務手順との違
いを差異一覧にまとめることになっており，その精度を高めることで後工程での手戻りを防ぐという意図を理
解してほしかった。 
 設問 3(1)は，正答率が低かった。“K 社の投入工数によってスコープが変わる”という設問の内容をそのま
ま記述した解答や，“MES プロジェクトのスケジュールに余裕がない”という一般論的な解答も多かった。ス
コープ確定の前提となるワークショップは，K 社が主体となって実施することが大切であり，K 社の投入工数
のような T 社では調整できない外部リスク要因を，事前に排除したいという意図を理解してほしかった。 

 

問２ 
 問 2 では，サプライヤへのシステム開発委託について出題した。派遣契約での実績しかないサプライヤに対
して，請負契約で委託する際に注意すべき点については，おおむね理解されており，全体として，正答率は高
かった。 

 設問 3(2)では，問われている内容が瑕疵
か し

担保責任に基づく活動であることは理解されているようだったが，
結合テストで摘出された欠陥に全て無償で対応するという主旨の解答が散見された。瑕疵担保責任の対象は，
請負契約で委託した範囲の成果物であることを意識して，正しく解答してほしかった。 
 設問 3(3)では，委託先のメンバに対する指揮命令権がないことは理解されていた。しかし，委託先の責任者
には指揮命令してよいとの誤解があると思われる解答が散見された。請負契約及び準委任契約において，発注
側には指揮命令権がないという原則について，正しく理解しておいてほしい。 

 

問３ 
 問 3 では，単体テストを題材に，テスト効率を維持しながらも，早いタイミングでバグを摘出し，成果物の
品質を高める方法について出題した。 
 設問２(1)は，正答率が低かった。ウォータフォールモデルの開発における後工程でのバグ摘出時の手戻りに
着目して解答してほしかったが，類似バグやプログラムの異常終了を起こすバグに着目した解答や，改修箇所
の他の箇所への影響確認を行うテストの不足に着目した解答が散見された。本問では想定し得る様々なバグを
取り上げているが，バグを作りこむ要因，その発見方法，影響などについて理解しておいてほしい。 
 設問 3(1)は，正答率が低かった。テストケースの追加作成によってバグ摘出が増えることを解答してほしか
ったが，逆にバグ摘出が減少することを想定した解答が多かった。成果物の品質を高めるには，適切な工程で
適切な量のバグを摘出することが重要であることを認識してほしい。 
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